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コンプライアンス
の徹底

p.18

•		リスクマネジメント展開先
活動の確実なフォロー	
•		教育内容浸透のための
	 施策強化

•		展開先部門トップの活動関与
を徹底
•		コンプライアンス事例集の
	 活用、社内報への事例記事連載

•		リスク情報の確実な共有・伝達
とマネジメントの強化
•		教育内容の浸透のための施策
強化

情報セキュリティ
p.19

•	スマートフォンの安全な
	 利用	
•		お取引先、および社内の
	 点検継続と改善	

•		自社クラウドサービスにより
	 スマートフォン利用環境を
	 整備
•		お取引先の問題点改善を支援	

•		スマートフォンの安全な利用
•		海外拠点の情報セキュリティ
管理方針展開

お客様満足の
向上

p.20

•		グループとして中堅技術者
	 向け教育を継続	
•		ユニバーサルデザイン
	（UD）技術の応用拡大

•		事業部門における品質教育の
	 充実
•		UD応用技術で障がい者在宅勤
務を支援（導入事例）	

•			事業の特性に応じた品質教育
の充実

•		UD技術の応用拡大

株主・投資家への
情報発信

p.21

•		中期経営計画における成長
に向けた取り組みの実施状
況を適時適切に開示

•		プリンタ事業戦略説明会を
	 実施
•		インサイダー取引防止の教育
を実施

•		中期経営計画最終年度におけ
る取り組みの実施状況を適時
適切に開示

社員の尊重
p.22

•	多様な人材の確保と育成	
•	次世代育成支援の継続推進	
•		ワーク・ライフ・バランスの
	 継続推進	
•	心身の健康づくり継続支援	

•		障がい者雇用の促進
•		在宅勤務制度など各種制度の
利用を促進
•		労働時間マネジメント定着の
ためツールを導入

•		2012年度注力ポイントを
	 引き続き強化

社会貢献

p.23

•		復興支援につながる活動の
	 継続	
•		国内外での貢献活動の継続
	 推進

•		復興支援ボランティア活動な
どを実施
•		タイで環境保護のための水堰
き止め柵設置などを実施

•	継続的な復興支援の検討
	 国内外での貢献活動の継続
	 推進

環境への対応
p.24

【低炭素社会の実現】
•		OKIグループCO2排出原単
位改善
•		低炭素社会実行計画への準
備対応

【汚染の予防】
•		法規制、業界標準に対応した
運用手順、ITシステムの改善
	【資源循環】
•		生産拠点での新規投入材料
の削減目標検討
	【生物多様性保全】
•		方針の明確化、	マネジメン
ト体制構築、教育の実施

【低炭素社会の実現】
•		OKIグループCO2排出原単位
改善目標を達成
•		低炭素社会実行計画の試行実
施に参加

【汚染の予防】
•		運用手順およびITシステムを
改善し運用開始

【資源循環】
•		新規投入材料の削減目標およ
びリサイクル率の目標につい
て検討実施

【生物多様性保全】
•		方針を策定し、OKIグループ内
に生物多様性ワーキンググルー
プを発足
•		環境教育に生物多様性保全を
追加し全社展開

【低炭素社会の実現】
•		OKIグループエネルギー原単位
改善
•		低炭素社会実行計画の本格運
用開始

【汚染の予防】
•		法規制、業界標準に対応した運
用手順、ITシステムの改善

【資源循環】
•		生産拠点での新規投入材料の
削減目標、リサイクル率の目標
設定

【生物多様性保全】
•		評価方法検討・構築

活動領域

CSR活動領域における状況

　企業理念に根ざしたCSRを果たすため、基本方針を審議するCSR委員会のもと、
表に示す7つの活動領域を中心に、専任組織CSR部と関連部門が連携して活動を推進しています。
2012年度の各活動状況の詳細は、以下のページにおいてご紹介いたします。

OKIグループのCSR推進の取り組み
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